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国際熱核融合実験炉ITERでは周辺局在化モ

ード(ELM)の緩和に共鳴摂動磁場(RMP)を用い

た能動的制御が検討され，DIII-D等の大型装置

でその適用実験が行われ有効性が示されてい

る[1, 2]。しかし，RMP印加に対するプラズマ内

部の磁場構造やプラズマ流の動的応答の詳細

計測はなされていない。 

本研究では，熱負荷緩和の要であるエルゴテ

ック層の理解で重要な磁気島周辺のプラズマ

の応答を調査するために小型トカマク装置

HYBTOK-II(大半径40㎝，小半径12.8㎝)に於い

てRMPの印加とプローブによる内部計測を行

った。RMP印加に用いた摂動コイルを図１に示

す。緑色のトロイダル磁場コイルの外側にある

3セクションに跨るように置かれた二対の矩形

のコイル(赤，青)が使用したRMPコイルである。

コイルは10巻きで赤と青は別系統の電源に接

続されており，位相を90°ずらすことでトロイ

ダル方向にRMPを回転させることができる。 

表面安全係数qa=3~3.5 (Ip = 8 kA, Bt = 0.27 T )

の放電条件でn=1のモード構造を持つRMPを印

加し，(m, n) = (2, 1)，(3, 1)の磁気島を対象に計

測を行った。 

図２に真空容器外部の磁気プローブによる

ポロイダルモード解析の結果を示す。電流値の

増加によって印加周波数(1kHz)のスペクトル強

度が増加し，特にm = 3のモードが大きい。図３

にはBrプローブ信号の印加周波数成分の径方向

分布とBθプローブ信号から評価したq分布を示

した。100A印加時ではr/a = 0.6の外側でBrが大

きくなり，プラズマの応答がみられる。マッハ

プローブアレイを用いたプラズマ流の径方向

分布の計測等の結果はポスターで報告する。 

 
図１ RMPコイル設置位置 

 
図２ ポロイダルモード解析(1kHz 印加) 

 
図３  Br揺動の径方向分布と q分布 
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